
 
 

 

授業科目名： 

道徳教育の理論と方法 

 

教員の免許状取得のための 

必修科目 

単位数： 

２単位 

担当教員名：石黒真愁子 

担当形態：単独 

科 目 道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に

関する科目 

施行規則に定める 

科目区分又は事項等 

道徳の理論及び指導法 

 

授業の到達目標及びテーマ 

＜テーマ＞豊かな心を育む道徳教育 

＜全体目標＞道徳の意義や原理等を踏まえ、学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育及びそ

の要となる道徳科における指導計画や指導方法を理解し、教材研究や学習指導案の作成、模擬

授業等を通して実践的な授業力を育み、生徒の道徳性を育成するためのよりよい道徳教育の推

進、評価の在り方や授業改善を図る指導力を身に付ける。 

＜一般目標＞ 

（１）道徳の理論 

道徳の意義や原理等を踏まえ、これまでの道徳教育の歴史や今日的課題及び学校における道徳

教育の目標や内容を理解する。 

（２）道徳の指導法 

学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育及びその要となる道徳科における指導計画や指導方

法を理解し、生徒のより良い道徳性を育むための実践的な指導力を身に付ける。 

＜到達目標＞ 

（１）道徳の理論 

①道徳の本質を理解し説明することができる。 

②道徳教育の歴史や「特別の教科 道徳」の方向性、今日的課題を理解することができる。 

③道徳教育の改訂の歩みを理解し、課題意識をもつことができる。 

④子どもの心の成長と道徳性の発達について理解している。 

⑤学習指導要領に示された道徳教育及び道徳科の目標や内容を理解している。 

⑥家庭や地域社会と連携した道徳教育の必要性を把握することができる。 

（２）道徳の指導法 

①学校における教育活動全体を通して行われる道徳教育の全体計画や道徳の時間の指導計画の

必要性を理解し、作成することができる。 

②道徳科の特質を生かした多様な指導方法の特徴を理解し活用することができる。 

③道徳科における教材の特徴を踏まえて、授業設計に活用することができる。 

④学校や学年段階、実態を踏まえ、明確な授業のねらいを設定するとともに、指導過程を工夫



 
 

 

し指導案を作成したり、教材・教具を開発することができる。 

⑥模擬授業を通して授業改善の視点を身に付けている。 

⑦道徳科の特性を踏まえた学習評価の在り方を理解し、評価することができる。 

授業の概要 

大津でのいじめ問題を発端に、教育再生実行会議で「いじめ問題の対応について」が示され

たことを受け、平成３０年度から小学校で、平成３１年度から中学校で道徳の時間が「特別の

教科 道徳」としてスタートする。この道徳教育の流れが大きく変わるこの時期に、本講義で

は道徳教育やその要となる道徳科に対する深い理解をもとに、様々な切り口から演習を中心と

したアクティブラーニングを展開することを通して、具体的な指導技術や教科理解を身に付け

ることで、学生たちが教育現場で通用する実践的な授業力を養うことを目的としている。 

具体的には中学校学習指導要領の「第Ⅰ章 総則」および「道徳編」に示された道徳教育の

目標、内容、指導計画の作成、授業構想等についての基礎的な理解をもとに、教材研究を進め

、指導案作成や模擬授業等を通して実践へと結び付け児童生徒の豊かな道徳性を育成する力を

身に付けることを目指している。 

＜授業計画＞ 

第１回：ガイダンス、道徳教育と道徳性  

    ○授業の方針、年間授業計画 

○道徳教育とは何か、その特質と重要性（テキスト Ｐ５～Ｐ１６）    

    ○道徳性とは何か。（テキスト Ｐ４５～Ｐ５６） 

    ○道徳授業のオリエンテーションの必要性 

「心に残った道徳授業」「道徳授業について思う事」 

 ○教材吟味の視点 

第２回：道徳教育の変遷と改訂の特色 

    ○道徳教育の変遷 教科化の社会的背景と改訂の経緯 

    （学習指導要領解説Ｐ１～Ｐ４）（テキスト Ｐ１９～Ｐ４４） 

    ○諸外国の道徳教育    (テキスト Ｐ５８～Ｐ６２) 

＜課題＞「ことばの向こうに」の教材吟味（第４回に提出） 

第３回： 道徳教育と道徳科 

    ○道徳教育の目標と道徳科の目標（学習指導要領解説Ｐ８～Ｐ１８） 

    （テキスト Ｐ６８～Ｐ７１） 

○全体計画、年間指導計画、別葉、指導体制等（学習指導要領解説Ｐ６９～Ｐ７３） 

（テキスト Ｐ７７～Ｐ９３） 

＜課題＞「二通の手紙」教材吟味（第５回の提出） 

第４回：中学校道徳科の指導内容１、２   （テキスト Ｐ７３～Ｐ７５） 

    Ａ「主として自分自身に関すること」（学習指導要領解説Ｐ２５～Ｐ３４） 



 
 

 

      参考 読み物教材「火影」（学習みらい社） 

Ｂ「主として人との関わりに関すること」（学習指導要領解説Ｐ３５～Ｐ４２） 

 参考 読み物教材「ことばの向こうに」（文科省「私たちの道徳」） 

＜課題＞「見沼に降る星」「天使の舞い降りた朝」教材吟味（第５回に提出） 

第５回：中学校道徳科の指導内容３，４ 

    Ｃ「主として集団や社会との関わりに関すること」（学習指導要領解説Ｐ４３～Ｐ６０） 

     参考 読み物教材「二通の手紙」（文科省「私たちの道徳」） 

「一冊のノート」（文科省「私たちの道徳」） 

    Ｄ「主として生命や自然、崇高なものとの関わりに関すること」（学習指導要領解説Ｐ６１～Ｐ６８） 

     参考 読み物教材「見沼に降る星」（東京書籍） 

「天使の舞い降りた朝」（廣済堂あかつき） 

＜課題＞「ことばの向こうに」の指導過程を「Ｂ 相互理解、寛容」で作成（第６回に提出） 

第６回：「特別の教科 道徳」における学習内容と指導方法１（授業構想の基礎・基本） 

   （テキスト Ｐ９５～Ｐ１１２） 

   ○教材吟味の視点 ○関連価値 

○指導観、教材観、生徒観、ねらい、発問、導入、終末等の指導過程の工夫、話合いの工夫、 

板書計画等                 （学習指導要領解説Ｐ７４～Ｐ８５） 

＜課題＞「二通の手紙」の指導過程を「Ｃ 遵法精神、公徳心」で作成（第７回に提出） 

第７回：「特別の教科 道徳」における学習内容と指導方法２ 

（教材吟味、指導案作成演習）（テキスト Ｐ９５～Ｐ１１２） 

   ○ねらい ○主題名 ○主題設定の理由 

＜課題＞「見沼に降る星」の指導過程を「Ｄ 生命の尊さ」ので作成（第８回に提出） 

第８回：「特別の教科 道徳」における学習内容と指導方法３ 

（教材吟味、指導案作成演習）   （テキスト Ｐ９５～Ｐ１１２） 

   ○基本発問 ○中心発問 ○補助発問 ○導入、終末の工夫 

＜課題＞「天使の舞い降りた朝」の指導過程を「Ｂ 家族愛、家庭生活の充実」のねらいで作成 

    （第９回に提出） 

第９回：「特別の教科 道徳」における学習内容と指導方法４（教材吟味、指導案作成演習） 

   （テキスト Ｐ９５～Ｐ１１２） 

＜課題＞「ネット将棋」「卒業文集最後の二行」の教材吟味（第１０回に提出） 

第１０回：多様な指導方法と現代的課題等（学習指導要領解説Ｐ９４～Ｐ１０１、Ｐ８６～Ｐ１０６）

     読み物教材「ネット将棋」（情報モラル）「卒業文集最後の二行」（いじめ問題） 

第１１回：評価等について、演習 

○教材について（学習指導要領解説Ｐ１０２～Ｐ１０７） 

     ○評価について（学習指導要領解説Ｐ１０７～Ｐ１１２） 



 
 

 

      （テキスト Ｐ１１４～Ｐ１２１） 

     ○他の教科との関連（学習指導要領解説 総則編Ｐ２２～Ｐ２７） 

      （テキスト Ｐ１２１～Ｐ１３３）    

第１２回：「特別の教科 道徳」の模擬授業体験１及び研究協議と指導案修正１、演習 

     ○模擬授業を実施し、グループで振り返りを行い、授業改善を図る。 

第１３回：「特別の教科 道徳」の模擬授業体験２及び研究協議と指導案修正２、演習 

     ○模擬授業を実施し、グループで振り返りを行い、授業改善を図る。 

＜課題＞道徳授業の感想、授業改善の工夫の視点についてまとめる。（第１４回に提出） 

第１４回：「特別の教科 道徳」の模擬授業体験３及び研究協議と指導案修正３、演習 

      家庭・地域との連携等 

      小中の連携、学びの連続性 

      ○地域人材を生かした道徳授業  ○保護者参加型の授業参観等 

     （学習指導要領 Ｐ１００～Ｐ１０２）（テキスト Ｐ１２９～Ｐ１３３） 

      小学校高学年読み物教材「うばわれた自由」「ブランコ乗りとピエロ」「手品師」 

                 「その思いを受け継いで」等 

第１５回：まとめ、基本事項の総括、「特別の教科 道徳」の今後の課題 

     （テキスト Ｐ１５６～Ｐ１５９） 

定期試験 

テキスト ○文部科学省『中学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編』２０１７年 

      ※出版された時点で購入してください。 

     ○「新道徳教育への研究」田中健一、福島良樹著 一粒書房 

     ※こちらは事前に購入してください。購入方法については後日連絡します。 

     ○Ａ４、一枚程度のプリント 

参考書・参考資料等 

     ○「道徳の授業で大切なこと」 赤堀博行著 東洋館出版社 

     ○「『特別の教科 道徳』で大切なこと」赤堀博行著 東洋館出版社 

     ○「アクティブラーニングを位置づけた特別の教科 道徳の授業プラン」中学校版 

      柴原 弘志 編著 明治図書 

     ○「アクティブラーニングを位置づけた特別の教科 道徳の授業プラン」小学校版 

      押谷 由夫 編著 明治図書 

学生に対する評価：定期試験５０％、レポート５０％で評価します。 

 


